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・Web データには部屋階数201 階や賃料503 万円/月など，入力間違え等による異常値
が含まれる．ただし，その量は平均値を明確に変動させるほどは大きくない． 
 
・Web データの各物件に主成分分析を適応すると，第一主成分（最も物件特徴を説明す
る要因）は築年数であり，その他，水道光熱，建物の高さ・構造，部屋の広さ，入居条件
，周辺環境等と解釈できる主成分が得られた． 
 
・Web データと鑑定士データでは，物件特性の統計特性は大まかには共通している．し
かし，物件特性によっては明確に異なるものもある． 
 
・ Web データと鑑定士データで空室数の分布は異なる．これらの相違は，「名寄せによ
る欠損（名寄せ欠損）」と「すべての空室報告しない欠損（一部公開欠損）」でよく説明で
きる． 
 
・ 埋まるまでの期間の分布は，観測期間の打ちきりにより，平均等の要約統計量が影
響を受けるため，観測期間が短いときは，それを考慮して解析する必要がある． 
 
 
